
『
賦
光
源
氏
物
語
詩
」
を
読
む

(
一
)

桐
壺

・
箒
木

・
虚
嬋

・
夕
顔

ー

本

間

洋

一

は
じ
め
に

管

見
に
依
れ
ば
、
本

書
に

つ
い
て

の
先
行

研
究

は
必
ず
し
も
多

く
な
い

よ
う

で
あ
る
。
早
く
は
緒
方
惟
精
氏

「賦
光
源
氏
物

語
詩

に

つ
い
て
」

が

解
題
的

記
述

を
行

っ
た
後

に

「
桐
壺
」

「
虚
嬋
」

「夕
顔
」

「
陬
磨
」

「
明

石
」

「
賦
二
物
語
作
者
紫
式
部

一
」

の
賦
詩
六
首
を
採
挙
げ
、

主

に

『源
氏

物
語
』
本
文

と
の
関
係

に

つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

そ
の
点

以
下

の
拙
稿

で
も
大

い
に
参
考

と
な

っ
た
こ
と

は
銘
記

し
て
お
か

ね
ば

な
る
ま

い
が
、

漢
詩

の
訓

よ
み
や
解
釈
、
或

は
語
彙

や
表
現

の
詮
索

に

つ
い
て
は
控
え
目

で
あ

る
の
で
、
本
稿

で
は
少
し
く
言
及
す

る
よ
う

に

つ
と
め

る
こ
と
と
し

た
。
猶
、
先
行
す

る
漢
詩
解
釈

に
は
浅
野
春
江
氏

「
賦
光
源
氏
物
語
詩

の

解
釈

一
試
論
」
が
あ

る
も

の
の
、

そ
の
訳

は
余

り
に
も
簡
略

で
あ
り
、
拙

稿

と
は
解

釈
を
異
に
す
る
点

も
少

な
く
な
い
の

で
、

是
非
比
較

し
て
戴

け

た
ら
と
思

う
。

ま
た
、
近
年
、
本
書

の

「詩
序
」

に

つ
い
て
、
後
藤
昭
雄

氏

「賦
光
源
氏
物
語
詩
序

に

つ
い
て
」

が
詳
細

な
注
解
を
試

み
ら
れ
、
小

野

泰
央

氏

「
賦
光
源

氏
物
語

詩

の
表

現
形

成

に

つ
い
て
」

は

『源

氏
物

語
』
古
注
釈
書

と
の
関
係
を
中
心

し

つ
つ
、

そ
の
表
現
形
成

に

つ
い
て
論

じ

て
い
て
注
目

さ
れ

る
。

稿
者

は
も
と

よ
り

『
源
氏
物
語
』

の
研
究
者

で
は
な
い
。
た
だ
漢
詩
愛

好

の
癖
が
多
少
あ

る
と

い
う
だ
け

に
過
ぎ
な

い
が
、
本
詩
群
を

で
き

る
限

り
わ
か
り
易
く
読
み
説

い
て
み
た

い
と

い
う

の
が
本
稿

の
趣
意

で
あ

る
。

粗
漏
な
点
も
あ

る
や
も
知
れ

ぬ
の
で
、
諸
賢

の
御
批
正
を
賜
る

こ
と
が

で

き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

一
五



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

一

桐

壺

有

一
更
衣
何
代
事

一
の
更
衣
有

り
何
れ

の
代

に
か
事

へ
け
ん

桐
壺
選
入
近
皇
明

桐
壺

に
選
ば

れ
入

り
て

皇
明

に
近
づ
き

ぬ

桑
弧
祥
顕
承
恩
後

桑
弧

の
祥

は
顕

は
れ
ぬ

恩
を
承
け

し
後

華
輦
詔
降
憐
病
程

華
輦

の
詔

は
降

り
ぬ

病
を
憐
び

た
る
程

古

漏
推
遷
添
別
恨

古
漏
推
遷

し
て

別
恨
を
添

へ

秋

燈
挑

尽
砕
幽
情

秋
燈
挑
げ
尽

く
し
て

幽
情
を
砕

く

匪
唯
贈
位

照
黄
壌

唯

位
を
贈

り

て
黄
壌

を
照
ら
す

の
み
に
匪
ず

遺

体
冠
婚
礼
已
成

遺
体

の
冠
婚

礼

已
に
成

れ
り

〈
七
律
。
明

・
程

・
情

・
成

(下

平
声
庚

韻
)
〉

首
聯

の
第
二
句

に
巻
名
が
詠

み
込
ま
れ
、
物
語

の
展
開

に
沿
う
よ
う

に

詩
句
が
詠
ま
れ

て
い
る

こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
通
釈
を
よ
り
わ
か
り

易
く
す
る
た
め

に
聊
か

ス
ト
ー
リ

ー
の
言
辞
を
補

い

(カ

ッ
コ
内
が
そ
れ

に
当
た
る
。
以
下
同
様
)

一
聯
毎

に
訳
す
と
す
れ
ば
次

の
よ
う

に
な
る

で

あ

ろ
う
か
。

い
ず
れ

の
御
代

に
お
仕
え
し

て
い
た

の
で
し
た
か
、

一
人

の
更
衣
が

い
ら
し

て
、
選
ば
れ

て
後
宮

の
桐
壺

に
入
内
な
さ
り
、
帝

の
お
側
近

く

に
お
仕

え
し

た
の
で
し
た
。

一
六

(更
衣

は
)
帝

の
御

寵
愛
を

お
受

け

に
な
ら

れ
た
後

に
男
子
を
身
籠

り
出
産
な
さ
る
と

い
う
吉
祥
が
顕
わ
れ
た

の
で
す

(
が
、

一
方

で
周

囲

の
嫉
妬
憎
悪

に
曝
さ
れ
、
苦
悩

の
果

て
に
病
と
な
ら
れ
た

の
で
し

た
)
。
帝

は
病

め
る
更
衣
を

い
よ

い
よ
哀

れ
に
愛

し
く
お
思

い
に
な

る
あ
ま

り
、
手
車

の
宣
旨
ま

で
仰
せ
下
さ
れ
た

の
で
し
た

(が
、
結

局

は
永
遠

の
別
れ
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
)
。

(
か
く

て
、

は
か
な
く
)
時

は
過
ぎ

ゆ
き
、

(幽
明

に
隔

て
ら
れ
た
)

別

れ
の
恨

み
は
弥
益
し
、
帝

は
秋

の
夜
長
灯
火

の
芯
を
尽
く
し

て
深

い
物
思

い
に
心
を
砕
か

れ
た
の
で
し

た
。

(
そ
し

て
)
た
だ
亡
き
更
衣

の
後
世
を
弔

う

べ
く
三
位

の
位
を
追
贈

し
て
、
黄
泉
路
を

照
ら
す

よ
す

が
と
さ
れ
た
と

い
う
だ

け
で
は
な
く
、

そ

の
忘

れ
形
見

(光
源
氏
)

の

(十

二
歳

の
)
御
元
服

や

(左
大
臣

女

葵
上

と

の
)
御
結
婚

の
儀

も
、

こ
の
巻

に
描

か
れ

て
い
る
の
で
す
。

次

い

で
詩

句

の
措
辞

に

つ
い

て
少

し
触

れ

て
お
き
た
い
。

「何
代
」

は

「
自
レ
此
逢

二
何
世

一、
従

レ
今
復
幾
春
」

(庚
信

「道
士
歩
虚
詞
」

『芸
文
類

聚
』

巻
七

八

・
仙
道
)

「
古
墓
何
代
人
、

不
レ
知

二
姓
与
p
名
」

(「
続
古

詩

十
首
」
其

二

『
白
氏
文
集
』

巻

一
・
○
〇
六
六
)

と
あ

る
類
。

「
事
」

は

「
孝
始
二
於
事
ワ
親
、

中
二
於
事
ワ
君
、
終

二
於
立
ワ
身
」

(
『孝
経
』

開
宗
明
義

章
)

「
素
事
レ
主
十
年
、

凡
三
千
有
六
百

日
」

(「
不
能
忘
情
吟
」

『
白
氏
文



集
』
巻

六

九

・
三
六

一
〇
)
な
ど

を
挙

げ

る
ま

で
も

な
く

仕

え

る
意
。

「
選
入
」

に
は

「玄
宗
末
歳
初
選

入
、

入
時
十
六
今
六
十
、

(中
略
)
憶
昔

呑

レ
悲

別
二
親

族

一、
扶

入
二
車

中

一
不

レ
教

レ
哭
、
皆

云
入

内

便

承

レ
恩
」

(
「上
陽
白
髪
人
」

『
白
氏
文
集
』

巻
三

・
〇

一
三

一
)

が
容
易

に
喚
起

さ

れ
よ
う
。

「
皇
明
」

は

「
天
人
合
応
、
以
発
二
皇
明

一」

(班
固

「西
都
賦
」

『文

選
』

巻

一
)

と
あ

る
劉
良
注

に

「
天
意
人
事
合
応
、

以
発
二
我
皇
大

明
之
徳

一」

と
見

え

て
賢

主

を
言

い
、
「皇

明

燭
如

レ
日
、
再

使
レ
秉
二
王

度

一」

(「
薛
中
丞
」

『
白
氏
文
集
』

巻

一
・
○
〇
四
八
)

等

と
用
い
ら
れ

る
。

こ
こ
は
勿
論
桐
壺
帝
を
指
す
。

こ
の
首
聯

で
は
、
物
語
冒
頭

の
名
高

い

一
節

「
い
つ

れ
の
御
時

に
か
、
女
御
、
更
衣
あ

ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ

け
る
中

に
、

い
と
や
む
ご

と
な
き
際

に
は
あ

ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ

て
時
め
き

た
ま

ふ
あ

り

け
り
」

(①

17
頁

1
～

4
行
)

「御

つ
ぼ

ね
は
桐

壺

な
り
」

(①

20
頁

4
行
)
あ

た
り
を
念
頭

に
綴

っ
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

「桑
弧
」

は
桑

で
作

っ
た
弓
。

「礼
記

日
。
故
男
子
生
、
桑
弧
蓬
矢
六
、

以
射
二
天
地

四
方

一。

天
地

四
方
者
、

男
子
之
所
レ
有
レ
事
也
。
故
必
先
有

二

志
於
所

レ有
レ
事
」

(『
芸
文
類
聚
』
巻
六
〇

・
箭
。
他

に

『
初
学
記
』
巻

二

二

・
弓
、

『
白
氏
六
帖
』

巻
六

・
弓
な

ど
参
照
)

と
あ

る
。

男
子
出
生
を

祝

っ
て
門
上

な
ど

に
桑
弓
を

掛
け

る
習
慣
が

あ
り
、
「
洞
房

門
上
掛
二
桑

弧

一
、
香
水

盆
中

浴
二
鳳

鶲

己

(
「崔

侍
御

以
下
孩

子

三

日
示
二
其
所

生

一

『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

詩
上
見
レ
示

因

以
二
二
絶

一和

レ
之
」
『
白

氏
文

集
』
巻
五

三

・
二

四
〇
三
)

「桑
弧
戸
上
加
二
蓬
矢

一、

竹
馬
籬
頭
著
二
葛
鞭

こ

(
「夢

二
阿
満

一」

『菅
家

文
草
』

巻

二
)

な
ど
と
見
え
る

の
は
よ
く
知
ら
れ
た
例

で
あ
ろ
う
。

「
祥

顕
」

は
吉
祥

(め

で
た

い
し

る
し
)
が
顕
現

(あ
ら
わ
れ

る
)
す

る
意
。

例

え
ば
、

「
周
王
褒

上
二
祥
瑞

一表

日
。

(中

略
)
若
レ
霧
非
レ
霧
、
天
道
叶
二

至
徳
之
符

一、

似
レ
煙
非
レ
煙
、

触
レ
石
表

二
嘉
祥
之
気

一」

(『
芸
文
類
聚
』

巻
九
八

・
祥
瑞
)
な
ど
と
あ

っ
て
、
徳

に
か
な
う
と
吉
祥
が
も
た
ら
さ
れ

る
と

い
う

の
が

こ
の
時
代

の
道
理

で
も
あ

っ
た
。

こ
こ
は
無
論
後

に
光
源

氏
と
呼
ば
れ

る
こ
と

に
な

る
男
子

の
出
生
を
指
し

て
い
る
。

「
承
恩
」

は

恩
寵
を
受
け

る
意

(前
掲

「
上
陽
白
髪
人
」

に
も
見
え
た
)

で
、
「
君
不
レ

見
左
納
言
右
納
史
、

朝
承
レ
恩
暮
賜
レ
死
」

(「
太
行
路
」

『
白
氏
文
集
』

巻

三

・
〇

一
三

四
)
「
含
レ
誠
欲
レ
報
承
レ
恩
久
、
発
レ
詠
無
レ
堪
落
涙
頻
」

(「
早

春
内
宴
聴
三
宮
妓
奏
二
柳
花

怨
曲

一」

『菅
家
文
草
』

巻

三
)

な
ど
と
見
え

る
。

「華
輦
」

は

「去

二
華
輦

皿兮
初
邁
」

(潘
岳

「
哀
二
永
逝

一文

」

『
文

選
』
巻

五
七

)
「
遊
二
華
輦

一而
永
懐
」

(郭
璞

「流
寓
賦
」

『
芸
文
類
聚
』

巻

二
九

・
行

旅
)
な
ど

と
あ

る
よ
う

に
立
派

な
車

(「
ヨ
キ

コ
シ
ナ
リ
」

『
色
葉
字
類
抄
』
)

の
こ
と
。

本
朝

で
は

「
漢
宮
入
内
之
夜
、

傍
二
華
輦

一

而
成
レ
歓
」

(大
江
朝
綱

「
為
二
左
大
臣
息
女
女
御

一修
二
四
十
九

日

一願
文
」

『
本
朝
文
粋
』

巻

一
四

・
四
二
O
)

の
ご
と
く
天
皇

の
乗
輿
を
指
す

こ
と

一
七



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

少
な
く
な
く
、
次

の

「
詔
降
」

で
知
ら
れ

る
よ
う

に
、

こ
こ
で
は
更
衣
が

「
手
車

の
宣
旨
」

を
賜

っ
た

こ
と
を
指
す
。

猶
、

「
詔
降
」

(帝

の
命
が
下

る
)

に

つ
い
て
は
、

「爰
降
二
詔
書

一、

敦
還
摂
レ
任
」

(王
倹

「
楮
淵
碑

文
」

『文
選
』
巻

五
六
)

「
昨
日
詔
下
去

二
罪
人

一、
今

日
詔
下
得
二
賢
臣

一」

(「
詔
下
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六
三

・
三
〇
三
七
)
な
ど

の
例
も
あ
る
。
「
憐

病
」

は
病
身
を
あ

わ
れ
む
意

で
、

帝

の
更
衣

に
対
す
る
心
を
詠

む
。

「
同

病
病
夫
憐
二
病
鶴

一、

精
神
不
レ
損
翅
翊
傷
」

(「
病
中
対
二
病
鶴

一」

『
白
氏

文
集
』
巻

二
〇

・

=
二
一二
七
)

は
類

例
。

こ
う
し

て
こ

の
聯

の
前
半

は

「
前

の
世

に
も
御
契

り
や
深

か
り
け

ん
、
世

に
な
く
き
よ
ら
な

る
玉

の
男

御
子
さ

へ
生
ま
れ
た
ま

ひ
ぬ
」

(①

18
頁

10
～

11
行
)
を
受
け
、
後
半
は
、

更
衣

の
病
悩

に
依
り
帝
が

「
輦

の
宣
旨
な
ど

の
た
ま

は
せ
」

(①

22
頁

11

行
)
た

こ
と
を
背
景
と
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

「
古
漏
」

は
古

い
漏
刻

(
つ
ま
り
古
時
計
)
と

い
う
程

の
意
。
「
推
遷
」

は

「
推
遷
感
二
流
歳

一、

漂
泊
思

二
同
志

一」

(
「感

レ
秋
懐
二
微
之

一」

『
白
氏

文
集
』
巻

一
O

・
O
五

一
四
)
と
あ

る
よ
う

に
時
間

の
た

つ
こ
と
を

言
う
。

「
四
節
運
而
推
移
」

(潘
岳

「
寡
婦
賦
」

『文

選
』
巻

一
六
)

と

い
う

に
殆

ど
同
じ

で
、
病
を
憐
れ
ま
れ

た
更
衣

の
亡
き
後

の
時

の
経
過
を
指
し
、
物

語
本
文
中

で

「
は
か
な
く

日
ご

ろ
過
ぎ

て
」

(①

26
頁

1
行
)
「
か
く

て
も

月

日
は
経

に
け

り
」

(①

34
頁

8
～

9
行
)
「
月

日
経

て
」

(①

37
頁

7
行
)

一
八

「
年
月

に
そ

へ
て
」

(①
41
頁
9
行
)
な
ど
と
繰
返
し
表
現
さ
れ

て
い
る

こ

と

に
照
応
す
る
だ
ろ
う
。

「
別
恨
」

は

「
好
去
張
公
子
、

通
家

別
恨
添
」

(
杜
甫

「
送
二
張
参
軍

一」
)

と
あ
る
よ
う
に
別
離

の
恨

み
。

松
浦
友
久
氏

に
依
れ
ば

「
恨
」
は
回
復

で
き
ぬ

(
と
り
か
え
し

の

つ
か
な

い
)
強

い
無

念
を
含
む
と

い
う
が
、

こ
こ
で
は
ま
さ

に
そ

の
通
り
に
更
衣
と
死
別
し
た

帝

の
思

い
を

言
い
、

「
悠

々
生
死
別
経
レ
年
、

魂
魄
不
二
曽
来
入
p
夢
、

(中

略
)

天
長
地
久
有

レ時
尽
、

此
恨
綿

々
無
二
尽
期

乙

(
「長
恨
歌
」

『
白
氏

文
集
』

巻
五

・
〇
五
九
六
)

な
ど
と
い
う

一
節
も
喚
起

さ
れ
よ
う
。

「
秋

燈
」
云

々
の
句
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う

に

「
夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
、
穂

燈
挑
尽
未
レ
能
レ
眠
」

(「
長
恨
歌
」

『和
漢
朗
詠
集
』

巻
下

・
恋
七
八

一
)

を
意
識
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
は
疑
え
な

い
。
場
面
と
し

て
は

「
こ
の
ご

ろ
明
け
暮
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌

の
御
絵
」

(①
33
頁

10
行
)

の
楊
貴
妃

の

姿

に
亡
き
更
衣
を
重
ね
見

て
、
悲
嘆

の
余
り
眠
れ
ぬ
ま
ま

「
灯
火
挑
げ
尽

く
し

て
起
き
お

は
し
ま
す
」

(①

36
頁

7
行
)

あ
た
り
を
念
頭

に
お

い
て

い
る
こ
と

に
な

ろ
う
。

「
幽
情
」

は

「
一
觴

一
詠
、

亦
以
足
レ
暢
二
叙
幽
情

一」

(王
羲
之

「
蘭
亭
序
」

『
芸
文
類
聚
』
巻

四

・
三
月

三
日

『
初
学
記
』

同
上
)

「地
僻
門
深
少

二
送
迎

一、
披
レ
衣
閑
坐
養
二
幽
情

一」

(「
晩
秋
閑
居
」

『
白
氏
文
集
』
巻

一
三

・
〇
六
八

四
)
「
幽
情
独
臥
秋
山
裏
、
覚
後
恭
聞
五

夜
鐘
」

(嵯
峨
天
皇

「寄

二
浄
公
山
房

一」

『経

国
集
』

巻

一
〇
)

な
ど
と



あ
り
、
風
雅
な
心
情
、
心
静

か
な
物
思

い
な
ど
か
な
り
拡

が
り

の
あ
る
語

だ
が
、

こ
こ
は
帝
が
心
穏
か
な
ら
ず
、
深
い
悲
し
み
に
と
ら
わ
れ

て
打

砕

か
れ

て
い
る
情
態
を
言
う

で
あ
ろ
う
。

「
黄
壌
」
は
も
と
も
と

「黄

壌
千

里
、
沃

野
弥
望
」
(潘
岳

「西

征
賦

」

『
文
選
』
巻

一
〇
)

の
李
善
注

に

「
尚
書

日
。

雍
州
厥
土
、

惟
黄
壌
」

と

見
え
る
よ
う

に
黄

土

の
大
地

の
意

で
あ
る
が
、

白
詩

に

「
長
夜
肯
教
二
黄

壌
暁

一、
悲
風

不
レ
許

二
白
楊
春

一」

(「
過
二
顔
処
士
墓

一
」
『白
氏
文
集
』
巻

一
五

・
O
八
二
五
)
な
ど
と
黄
泉

国

の
意

で
用
い
る
の
も

一
般

と
言

っ
て

良

い
だ
ろ
う
。
猶

、

こ
の

一
句

は

「内
裏

よ
り
御
使

あ
り
。

三
位

の
位
贈

り
た
ま
ふ
よ
し
、
勅
使
来

て
、

そ
の
宣
命
読

む
な
ん
、
悲

し
き

こ
と
な
り

け
る
。
女
御

と
だ
に
言

は
せ
ず
な
り
ぬ
る
が
あ
か
ず
口
惜

し
う
思

さ
る
れ

ば
、

い
ま

一

階

の
位

を
だ
に
と
贈

ら
せ
た
ま
ふ
な
り
け
り
」

(①

25
頁

5

～

8
行

)
と
、
更
衣

が
葬

送
後

三

位
を

追
贈

さ

れ
た

条
を

ふ

ま
え

る
。

「遺
体

」
は
今

日
用

い
る

一
般
的
な
意
味

で
あ
る
亡
き
骸

の

こ
と

で
は
な

い
。

「
曽
子
日
。

身
也
者
、

父
母
之
遺
体
也
。

行
二
父
母
之

遺
体

↓、

敢

不
レ
敬
乎
」

(
『礼
記
』

祭
義
)

と
あ
り
、

父
母

が
こ
の
世

に
残

し
置

い
た

体
、

即

ち
忘

れ
形
見

の
意

で
、

光
源
氏
を
指
す
。

「冠
婚
」

は
加
冠
婚
礼

(成
人
式

と
結
婚
式
)

の
こ
と
。

「夫
礼
始

二
於
冠

一、
本
二
於
昏

一、
重

二
於

喪
祭

　、

尊
二
於
朝
聘

一、

和
二
於

郷
射

一。

此
礼
之
大
体
也
」

「昏
礼
者
、

『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

将
下
合

二
二
姓
之

好

一、
上

以
事

二
宗

廟

一而
下

以
継
中
後
世

上
也
。
故
君
子

重

レ之
」

(
『礼

記
』
昏
義
)

「
已
冠
而
字
レ
之
、
成
人
之
道
也
」

(同
上
、
冠

義
)

な
ど
と
あ

っ
て
、
人

の
生
涯

に
お
い
て
行

わ
れ
る
最

も
重
要

な
儀
礼

と
さ
れ

て
い
た
。
勿
論

こ
の
桐
壷

の
巻

で
は
元
服

(十

二
歳
。
①

44
頁

14

行
)
婚
礼

(①

47
頁

15
行
～

48
頁

4
行
)
だ

け
で
な
く
、
御
袴
着

(
三
歳
。

①

21
頁

1
行
)

や
読
書
始

(七
歳
。
①

38
頁

10
～

H
行
)
も
行

わ
れ

た
旨

記

さ
れ
、
気
品

に
み
ち

た
容
貌

の
み
な
ら
ず
、
世

に
類

な
き
聡
明

さ
を
発

揮

し

て
光

源
氏

は
人

々
を

驚
か
す
。
正

確
な
年

令

は
明

ら
か

で
は
な

い

(読
書
始

の
後

に
記
さ
れ
て
は
い
る
)

が
、

鴻
臚
館

に
お
い
て
高
麗
人

の

餞
宴
詩
を
も

の
し
た
こ
と
も
記

さ
れ
る
。
菅
原
道
真

が
始
め

て
詩
を
成
し

た
の
は
十

一
歳

(『
菅
家
文
草
』

巻

一

「
月
夜
見
二
梅
花

一」

詩
自
注
)
、

大

江

匡
房

が
詩

を

賦

し

て
世
人

か

ら
神

童

と
称

さ

れ
た

の
も

十

一
歳

(
「暮
年
記
」
)

で
あ

っ
た
と
言
う
か
ら
、
光
源
氏

は
そ
れ

に
匹
敵
す

る
か
、

或

は
彼

ら
を
も
凌
ぐ
才
を
有

し
て
い
た
と

い
う

こ
と

に
な
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

二

箒
木

光
源
氏
号
世
皆
識

光
源
氏
の
号
は

世
皆
識
り
た
る
も

箒
木
巻
問
好
色
新

箒
木
の
巻
の
間
に

好
色
新
た
な
り

一
九



『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

藤
李
部
談
彰
己
意

藤
李
部
が
談

は

己
が
意
を
彰
す
も

蓬
莢
山
喩
取
誰
身

蓬
莢
山

の
喩

へ
は

誰
が
身

に
か
取
れ

る

月
前
吹
笛
放
遊
客

月

の
前

に
笛
を
吹
く

放
遊

の
客

雨
裏
披
書
寓
直
臣

雨

の
裏

に
書
を
披
く

寓
直

の
臣

陰
教
有
差
今
品
定

陰
か

に
差
有

る
こ
と
を
教

ふ

今

の
品
定
め

品
中
上
品
欲
為
倫

品

の
中

上

の
品
を

倫
と
為
さ

ん
と
欲
す

〈七
律
。
新

・
身

・
臣

・
倫

(上
平
声
真
韻
)
〉

「桐
壼
」

同
様

に
巻
名

が
首
聯

に
詠
込
ま

れ
て
お
り
、

一
聯
毎

に
訳
出

す

る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

光
源
氏

と
い
う
名
を
世
人

は
皆
存

じ
て
お
り
ま
す

が
、

こ
の
箒
木

の

巻

に
至

っ
て
、

そ
の
色
好

み
ぶ
り
が
初

め
て
知

ら
れ
る
こ
と
と

な
る

の
で
す
。

藤
式
部

丞
様

の
お
話

に
は
御
自
身

の
考

え
が
表

わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
左
馬

頭
様

が

(人

の
見

た
こ
と
も
な
い
)
蓬
莱
山

(
な
ど
は
人

目
を
驚

か
す
よ
う

に
描

け
ば
そ
れ

で
通

っ
て
し
ま
う
な
ど
と
凡
庸

な

絵

師
)
に
喩
え
ら
れ
ま
し
た

の
は
、
さ

て

一
体

ど
ん
な
方

を
指

し
て

言
わ
れ
た
も

の
で
し

ょ
う
か
。

(左

馬
頭
様
か
ら
出

ま
し
た
、

十

月

の
)

月

う
る
わ
し
い
折

に
ぶ
ら

り
と
女

を
訪
れ
、
笛

を
吹

き
鳴

ら
し
た
殿
上
人

の
お
話

は
興
味

深
い

二
〇

も

の
で
し
た
が
、

(抑

こ
う
し
た
話
は
)

光
源
氏
様
が
臣
下
と
し

て

五
月

の
長
雨
降
る
宿
直
処

に
伺
候
し
、
書
物
を
見

て
お
り
ま
し
た
折
、

(
そ
の
傍

の
厨
子

に
ご
ざ

い
ま
し
た
)
書
簡
を
頭

中
将
様

に
お
見
せ

致
し
ま
し
た

(
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た

こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す
)
。

こ
の
只
今

の
品
定
め

の
条

を
拝
見
致

し
ま
す
と
、

(女
性

の
魅
力

に

つ
い
て
は
)
人

そ
れ
ぞ
れ

に
違
う
も

の
と
人
知
れ
ず
教
え

て
下
さ

っ

て
い
る
よ
う

で
す
が
、
中
流
や
上
流
ど

こ
ろ
の
女
性
を
御
相
手
と
し

て
採
挙
げ
た

い
と

こ
ろ

で
ご
ざ

い
ま
す
。

「
号
」

は
名

(呼
名
)

の
こ
と
。
「
世
皆
識
」

は
、
「
薫
辛
害
レ
目
、
豚
魚

不
レ
養
、

常
世
所
レ
識
也
」

(薔
康

「
養
生
論
」

『
文
選
』
巻
五

三
)

「
世
知

二
我
無
p
堪
、

亦
無

二
責
レ
我
事

一」

(
「詠
懐
」

『
白
氏
文
集
』

巻
六

二

・
二

九
八

四
)
と

い
う

パ
タ
ー

ン
で
、
「
人
皆
知
」

に
同
じ
。
「
箒
」

は

『
源
氏

物

語
』

の
巻
名

と

し

て
は
、
巻
末

歌

の
本

歌

「
園
原

や
伏

屋

に
生

ふ

る

帚
木

の
あ

り
と
て
行
け
ど
逢

は
ぬ
君
か
な
」

(坂
上
是
則

『
平
貞
文
家
歌

合
』

『
古
今
六
帖
』

第
五

『
新
古
今
集
』
九
九
七
)

と
詠
ま
れ

る
信
濃
国

の
園
原
伏
屋

と
い
う
森

に
あ

っ
た
木

の
名

で
、

そ
の
枝

は
箒

に
似

て
、
遠

く
か
ら
見

や
ら
れ
る
が
、

近
寄

る
と
見

え
な
い
と

い
う
伝
説

の
木

(『
河

海
抄
』

巻

二
)

を
指

す
。

「箒
」

は
本
来
は

「兼
名
苑
云
。

箒

〈音
酒
〉

一
名
簟

〈祥
歳
反
、
和
名
波

々
木
〉
」

(『
和
名
抄
』
巻

一
六
)
と
見

え
て
、



竹
ぼ
う
き

の
こ
と
。

「
好
色
」

と
は
言

う
ま
で
も

な
く
色
好

み
の
意
。

異

性

に
強

い
関
心
を
持
ち
、
恋

愛

の
機
微

に
も
通
じ

て
異
性
を
求
め

て
行
動

す
る

こ
と
や
そ
う
し
た
人
物

を
指

す
。

「
已
矣
乎
、

吾
未
レ
見
二
好
レ
徳
如
レ

好
レ
色
者

こ

(
『
論
語
』

衛
霊
公
)

「
玉
為
レ
人
、

体
貌
閑
麗
、

口
多
二
微

辞

一
、

又
性
好
レ
色
」

(宋
玉

「登
徒
子
好
色
賦
」

『文

選
』

巻

一
九
)

な

ど
と
見
え
る
よ
う

に
、
古
く
か
ら
男
性

の
視
点
か
ら
用

い
ら
れ
る

こ
と
少

な
く
な

い
。
首
聯
は
巻
頭

の

「
光
る
源
氏
、
名

の
み

こ
と
ご
と
し
う
、
言

ひ
消
た
れ
た
ま
ふ
咎
多
か
な
る

に
い
と
ど
か
か
る
す
き
事
ど
も
を
末

の
世

に
も
聞
き

つ
た

へ
て
、
軽
び
た
る
名
を
や
流
さ
む
と
、
忍
び
た
ま
ひ
け
る

隠

ろ

へ
ご

と
を

さ

へ
語

り

つ
た

へ
け

ん
人

の
も

の
言

ひ
さ

が
な

さ
よ
」

(①

53
頁

1
～

5
行
)

あ
た
り
を
受
け

る
も

の
だ
ろ
う
。

譬
え
よ
う
も
な

い
美
貌
と
気
品

に
恵
ま
れ
た
光
源
氏
は

「
い
と

い
た
く
世
を
憚
り
ま
め
だ

ち
た
ま

ひ
け

る
」
振
舞

い
を
さ
れ

て
い
る
が
、
実

は

「
な
よ
び
か

に
を
か

し
き

こ
と
」

(①

53
頁

5
～

7
行
)

も
な
く
は
な
か

っ
た

の
だ
、

と
や
や

遠
慮
が
ち

に
、

こ
の
巻

は
始
ま

る
。

そ
し

て
、

こ
の
巻

の
後
半

は
空
嬋
と

の
関
係
が
詳
し
く
記

さ
れ

る
わ
け

で
、

「
好
色
新
」

は

そ
の
あ
た
り
を
も

意
識
し

た
表
現
と

い
う

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う
か
。

「
李
部
」

は
吏
部

で
式
部

の
唐
名

で
あ

る
か
ら
藤
式
部
丞
を
指
す
。

光

源
氏
と
頭
中
将

の
女
性
談
義

に
左
馬
頭
と
共

に
加
わ
り
、
自
身
が
文
章
生

『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

の
頃

に
関
係

の
あ

っ
た
博
士

の
娘

と
の
経
緯
を
語

っ
て
い
る

(①

85
頁

2

行
～

88
頁

13
行
)
。

相
手

の
女

は
学
問

や
分
別

も
相
当
あ

っ
て
、

世
故

に

長

け
、
公
事

に
も
通

じ
て
い
て
頼

り
が
い
の
あ
る
人

で
あ

っ
た
が
、
自
分

に
は
過
ぎ
た
女

で
、

己
が
見
透

か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

コ
ン
プ

レ
ッ

ク

ス
を

抱
く

よ
う

な
存

在

で
あ

っ
た
。

「蓬

莢
山
」

は

「
渤
海

之
東
有

二

五
山

一焉
、

(
中
略
)
五
日
二
蓬
莢

一」

(『
列
子
』
湯
問
)

「史
記

日
。
蓬
莢

仙
丈

瀛
洲
、

此

三
神
山
者
、

在
二
渤
海

中

一」

(『
芸
文
類
聚
』

巻
七

八

・

仙

道
)
な
ど
諸
書

に
見
え
神

仙

の
居
処

と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

実

の
と

こ
ろ
は

「蓬
莢
今
古
但

聞
レ名
」

(
「海
漫

々
」

『白
氏
文
集
』

巻

三

・
〇

一
二
八
)

ば

か
り
で
、

「
眼
穿
不
レ
見
二
蓬

莢
島

己

(同
上
)
、

或

は

「
難
レ
見
如
二
蓬
莢

一」

(「
立
秋
夕
涼
風
忽
至

(下
略
)
」

同
上
、

巻
六

九

・
三
五
〇
八
)
と

い
う
よ
う

に
目

に
し
難

い
想
像

上

の
伝
説

の
地

に
他

な
ら

な

い
。
そ
れ
を

比
喩

に
用

い
て
品
定

め

の
議
論

に
援

用
し
た

の
は

「
物
定
め

の
博
士
」

(①
69
頁
1
行
)
よ
ろ
し
く
饒
舌

に
語
り
続

け
る
左
馬

頭

で
あ
る

(①
69
頁
14
行
)
。

想
像

に
任
せ
人

の
目
を
驚

か
す
よ
う
に
描

き
成
し
た
絵

の
優
劣

の
差
は

つ
け

に
く

い
も

の
だ
が
、
誰

で
も
知
る
現

に

存
在
す
る

(
日
常
身
辺

の
)
も

の
を
描
き
き
る
程
容
易
な
ら
ざ
る

こ
と
は

な
く
、

そ
こ
に
こ
そ
真

の
才
が
問
わ
れ
る
も

の
だ
と

い
う
文
脈

の
中

で
語

ら
れ

て
い
る

(典
拠
と
し

て
古
注

に
も
引
か
れ

る

『韓
非
子
』

〈外

儲
説

二

一



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

左
上
〉

の
論
旨
を
ふ
ま
え

る
)
。

端
的

に
言

え
ば
、

相

手

の
女

性

の
奇
抜

な
点
や
特
別
な
ポ
イ

ン
ト
に
目
や
心
を
奪
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
日
常
生
活

に
お

い
て
実

直

で
親
し
く
し
易
く
、

深

い
心
配
り
が

で
き
る
女

性

に
尽
き

る
と

い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

物
語
文
中

の
言
葉

で
言
え
ば
、

「
た
だ
ひ
と

へ

に
も

の
ま
め
や
か

に
静
か
な
る
心

の
お
も
む
き
な
ら
む
よ
る

べ
を
ぞ
、

つ

ひ
の
頼

み
ど

こ
ろ

に
は
思

ひ
お
く

べ
か

り
け
る
」
(①

65
頁

9
～

10
行
)

と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
。

月
下

に
管

絃

の
音

響
く
と
い
う

の
は
常
套
表

現

で
、

「
月
前
吹
笛
」

と

あ
る
笛

の
場
合

の
例
を
挙

げ
る

な
ら
ば
、
「
羌
笛
写
二
龍

声

一、
長

吟
入
レ

夜
清
、

関
山

孤
月
下

、
来
向
隴

頭
鳴
」

(李
嬌

「笛

」)

「吹
レ
笛
秋
山

風
月

清

、
誰
家
巧
作
断
腸
声
」

(杜
甫

「
吹
笛
」
)

「横
笛
怨

二
江
月

一、
扁
舟
何

処

尋
」

(王
昌
齢

「
江
中
聞
レ
笛
」
)

「
却
見
孫
村
明
月
夜
、

一
声
牛
笛
断
二

人

腸

一」

(韋
荘

「村
笛
」
)

な
ど

の
例
も
あ
る
。

「放
遊
」

は
勝
手
気
儘

に
さ

ま

よ
う

こ
と
。
「
子
華

日
、
吾
放

遊
獲

レ
受

二
知
於

右
相

武
成

侯
段

公

乙

(李
公
佐

「南
柯
太
守
伝
」
)

「老
泣
雖
二
哀
痛

一、
虚
舟
似
二
放
遊

乙

(
「舟
行

五
事
」
其

四

『菅
家
文
草
』
巻

三
)

な
ど
と
見

え
る
。

こ
の

一
句

は
左
馬
頭

の
語
る
通

っ
て
い
た
浮
気

な
女

の
体
験
談

(①

78
頁

1
行
～

80

頁

4
行
)
を
背
景

に
し

て
い
る
こ
と
言

う
ま
で
も

な
い
。
十
月

の
美

し
い

月
夜
、

さ
る
殿
上
人

の
通

う
女

の
処

へ
同
車

し
て
訪

れ
た
と

こ
ろ
、
何

と

二
二

自
分

の
馴
染

み

の
女

の
家
だ

っ
た
。
残
菊

の
月
下

に
笛

を
吹

き
な
ら
す

か

の
殿
上
人
、

そ
れ
に
応

え

て
和
琴
を
合
奏

す
る
女
。
更

に
和
歌
を
詠

み
交

わ
す

二
人

に
、
左
馬
頭

が
嫉
妬

を
募

ら
せ
る
と
い
う
印
象
的

な
場
面

で
あ

る
。

第
六
句

の

「
雨
裏
」

は
雨
中

に
同
じ
。

「帆

開
青
草

湖
中

去
、
衣
湿

黄
梅
雨
裏
行
」

(
「送
三
客
之
二
湖
南

一」

『白
氏
文

集
』

巻

一
六

・
〇
九

四

八

『千
載
佳
句
』
巻
下

・
水
行
九
五
九

『和
漢
朗
詠
集
』
巻
下

・
水
五

一

二
)

「
夏

日
賦
二
雨
裏
梅

一」

(淳
和
天
皇
詩
題

『
文
華
秀
麗
集
』

巻
下
)

な
ど
よ
く
見

え
る

一
般
的
語
彙
。

「披
書
」

は
文
を

ひ
ら
き

み
る
意
。

「塵

架
多

二
文
集

一、

偶
取
二
一
巻

一披
」

(「
読
二
郡
魴
詩

一」

『白
氏
文
集
』

巻

一
〇

・
〇

四
四

八
)
「
披
レ
書

未

レ
巻

同

レ
居

処
、
捻

レ
薬

空

帰

已
葬

時
」

(
「傷

二
藤
進
士

一呈
二
東

閤
諸
執
事

一」

『
菅
家
文
草
』
巻

二
)

な
ど

は
類
例
。

但
し
、

こ
の
物
語

で
は
女
と

や
り
と

り
し

た
書
簡
を
見

る
意
を

よ
り
強
く

意
識

し
て
い
る
だ

ろ
う
。
ま

た
、

「寓
直
」

は
宿
直
す

る
こ
と
。
「
禁
中
寓

直
夢
遊

二
仙
遊
寺

一」

(『
白
氏
文
集
』
巻

五

・
O
二
〇
四
)

「中
書
寓
直
」

(同

巻

一
九

・
一
二
五
五
)

「感

殺
周
廬

寓
直
者
、
終

宵
不

レ
寐
意

無
窮
」

(嵯

峨
天

皇

「
和
下
左

衛

門
督
朝

嘉

通
秋

夜
寓

二
直

周
廬

一
聴
二
早

雁

一之

作
上
」

『
凌
雲
集
』
)

な
ど
は
例

の

一
斑

に
過
ぎ
な
い
。

こ
の

一
句

は

「
長

雨
晴
れ
間

な
き

こ
ろ
」

(①

54
頁

3
行
)
「
つ
れ
づ
れ
と
降
り
暮
ら
し

て
、

し
め

や
か
な
る
宵

の
雨

に
、
殿
上

に
も
を

さ
を

さ
人
少

な
に
、
御
宿
直
所



も
例
よ
り
は

の
ど
や
か
な
る
心
地

す
る

に
、
大
殿
油
近
く

て
書
ど
も
な
ど

見
た
ま
ふ
。
近
き
厨
子
な
る

い
ろ

い
ろ

の
紙
な
る
文
ど
も
引
き
出

で
て
、

中
将
わ
り
な
く
ゆ
か
し
が
れ
ば
」

(
①

55
頁
3
～

7
行
)

と
続

い
て
ゆ
く

場
面
を
念
頭

に
置

い
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

尾
聯
は
、

こ
の
雨
夜

の
品
定
め
を
総
括
し

て
、
様
々
な
女
性
が

い
る

こ

と
は
わ
か

っ
た
が
、
中
と
上

の
両
方

の
品

の
女
性
を
採
挙
げ

て
欲
し
か

っ

た
と

い
う
詩
作
者

の
思

い
が
滲
ん

で
い
る
よ
う

に
も
思
う
。
左
馬
頭

の
語

る
指
喰

い
女
や
浮
気
な
女
も
、
ま
た
、
頭
中
将

の
内
気
な
女
や
式
部
丞

の

博
士

の
女
も
中

の
品

に
属
す
る
も

の
で
、
光
源
氏
が

こ
の
巻

の
後
半

で
関

係
を
持

つ
空
蝿
も
中

の
品

の
範
疇

に
あ
り
、
上

の
品

に
記
述
が
及
ん

で
い

な

い
憾

み
を
読
者
な
ら
感
じ
る

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
光
源
氏

は

「
い
で

や
、
上

の
品
と
思
ふ
だ

に
か
た
げ
な

る
世
を
」

(①

61
頁

7
行
)
、

つ
ま
り
、

上
流

に
も
理
想
的
な
女
性
な
ど
稀
だ
と
思

っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は

「
お

ほ

か
た

の
気
色
、
人

の
け

は
ひ
も
、
け
ざ

や
か

に
気
高
く
、
乱
れ

た
る
と

こ

ろ
ま
じ
ら
ず
、

な
ほ
こ
れ

こ
そ
は
、
か

の
人

々
の
棄

て
が
た
く
と
り
出

で

し
ま
め
人

に
は
頼
ま
れ

ぬ
べ
け
れ
と
思
す
も

の
か
ら
、
あ
ま
り
う

る
は
し

き
御
あ

り
さ
ま

の
、
と
け
が
た
く
恥
つ

か
し
げ

に
思

ひ
し
づ
ま

り
た
ま

へ

る
」

(①

91
頁

6
～

11
行
)
葵

の
上
を
意
識
し
た
も

の
だ

ろ
う
か
。
だ
が
、

読
者
と

し
て
は
、

「
や
む
ご

と
な
く
切

に
隠
し

た
ま
ふ
べ
き
」

(①

55
頁

15

『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

行

)

存
在

で
、

「
さ
る

べ
き
隈
に
は
よ
く
こ
そ
隠

れ
歩

き
た
ま
ふ
な
れ
、

な
ど
言
ふ
に
も
、
思

す

こ
と

の
み
心
に
か
か
り
た
ま

へ
れ
ば
、

ま
つ
胸

つ

ぶ
れ

て
、

か
や
う

の

つ
い
で
に
も
、

人

の
言

ひ
漏
ら

さ
む
」

(①

94
頁

15

行

～
95
頁

3
行

)
と
彼

が
恐

懼
す
る
藤
壺

の
存
在

こ
そ
そ
れ
と
し

て
限
り

な
い
興
味

を
喚

起
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
対
象

だ
と
思
わ
れ

て
な
ら
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

虚

蝉

〈
箒

木

并

之

一
〉

夕
闇
養
車
何
処
到

夕
闇

に
車
を
養
せ

何
れ

の
処

に
か
到
る

中
河
東
戸
暫
寧
居

中
河

の
東

の
戸

に

暫

し
寧
居
せ
ん
と
す

蛾
眉
透
箔
姿
初
見

蛾
眉

箔

に
透

い
て

姿
初
め

て
見
え

蠅
翼
脱
衣
契
更
虚

嬋
翼
衣
を
脱

い
で

契
り
更

に
虚
し

三
伏
漏
闌
風
窃
過

三
伏

の
漏
闌
け

て

風
窃
か

に
過
ぎ

一
怦
碁
罷
燭
猶
餘

一
枠

の
碁
罷
ん

で

燭
猶
し
餘
る

帰
来
召
硯
書
歌
什

帰
り
来
り

て

硯
を
召
し

歌
什
を
書
せ
ば

入
小
君
懐
豈
捨
諸

小
君
が

懐

に
入
る

豈

に
諸
を
捨

て
ん
や

〈
七
律
。
居

・
虚

・
餘

・
諸

(上
平
声
魚
韻
)
〉

巻

の
名
称

は
第

四
句

に

「
嬋
」
「
虚
」

に
分
け

て
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
。

聯
毎

に
訳
を
記
す
と
次

の
よ
う

に
な

ろ
う
か
。

二
三



『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

夕
闇

の
中
、
車
を
呼
び
寄

せ

(手
引
き

の
小
君
と
共

に
光
源
氏
が
)

ど
こ
に
や

っ
て
来

た
か
と
言
え
ば
、
中
川

の
東

の

(紀
伊
守

の
)
家
。

(方

違

に
か

こ

つ
け

て
)

し
ば
し

そ
こ
で
く

つ
ろ
ぐ

つ
も
り
な

の
で

し
た
。

(す

る
と
)
美
女

の
姿
が
御
簾

の
隙
間

に
透
け

て
見
え
、

(
一
た
び
契

り
を
結
ん
だ
も

の
の
再
び
は
叶
わ
ず
、
光
源
氏

は
そ

の
)
う

る
わ
し

い
髪

の
女

の
脱
ぎ
置

い
た
薄
衣

に
、
契
り

の
空
し
さ
を

ひ
し
と
噛
み

し
め
た

こ
と

で
し
た
。

三
伏

の
猛
暑

の
折
、
夜
も
更
け

て
、
風
は

そ

っ
と
吹
き
過
ぎ
、
対
局

し

て
い
た
女
達

の
碁
も
終

っ
た
と
み
え
、
燈
火
は
猶
名
残
り

の
明
か

り
を
残
し

て
い
る

こ
と

で
し
た
。

(光
源
氏
は
小
君
と
共

に
二
条
院

に
)

お
帰
り

に
な
り
、

硯
を
お
求

め

に
な

っ
て
、

(「
空
嬋

の
身
を
か

へ
て
け
る
」
云
々

の
)
歌
を
懐
紙

に
遊
び
書
き
な
さ

っ
た

の
で
し
た
。
そ

の
御
歌
を
小
君
は
自
ら

の
懐

に
入
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

(光
源
氏

の
姉

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
慕

を
詠
ま
れ
た
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
)
と

て
も
そ

の
ま
ま
捨

て
お
く

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
か
ら
な

の
で
す
。

「
夕
闇
」
は

『
万
葉
集

』
(巻

四

・
七

〇
九

)

に
も
見

え
る
も

の
の
、
漢

詩

で
は

一
般

的

で
は
な

い
か
も
知

れ
な
い
。

「養

」

も
珍
し
い
用
字

に
属

二
四

す

る
だ

ろ
う
。

「
麓

(
養
)、

連
車
也
」

(『
説
文
解
字
』
)

に
依
れ
ば
車
を

連
ね
る
意

の
よ
う
だ
が
、

「
養
釐

〈今
正
。

秋
胎

メ
。

又
音
柴
、

連
車
。

サ
シ
シ
リ
ゾ

ク
、

又
ヤ
ヤ

シ
リ
ゾ
ク
〉
養

〈同
。

サ
シ

ヨ
ル
〉
」

(『
観
智

院
本
類
聚
名
義
抄
』
)

と
も
見
え
る
。

「
皇
盥
ハ夙
駕
、

盞
二
於
東

階

一」

(張

衡

「東

京
賦
」

『文
選
』

巻

三
)

な
ど
と
用

い
ら
れ

て
い
る
。

薛
綜
注

に

「
養
之
言
、

却
也
。

謂
却
二
於
東
階
下

一
、

天
子
未
レ
乗
之
時
也
」

と
あ
れ

ば
、

「
廊

の
戸

に
御
車
さ
し
寄
せ
た
り
」

(
『
源
氏
』

若
菜

上
)

の
類

に
通

ず
る
表
現
と
考
え

て
良
さ
そ
う

で
あ
る

(
或
は

「差

レ
車
」

〈
車
を

つ
か
わ

す
〉

と
同
じ
と
み

て
よ
い
か
も
知

れ
な
い
)
。

「欲
レ
別
牽
二
郎
衣

一、
郎

今

到
二
何
処

一」

(孟
郊

「古

別
離
」
)

「
策
レ
騎
翩

々
何
処
至
、

春
風
千
里
海

西
郷

」

(
巨
勢
識

人

「春

日
餞

三
野
柱
史
奉
レ
使
存
二
問
渤
海
客

一」

『文
華

秀
麗

集
』
巻

上
)
「暁

鼓

鼕

々
何

処

到
、
南
為

二
吏
部

一
北

尚
書

」
(
「
早

衙
」

『
菅
家
文
草
』

巻

一
)

な
ど
は

「
何
処
到
」

の
類
例
。

「
中
川
」

(今

の
正
親

町
小
路
南

、
東
京
極
大
路
西

の
あ
た
り
)

は

「紀
伊
守

に
て
親

し

く
仕

う
ま

つ
る
人

の
、
中
川

わ
た
り
な
る
家

な
む
、

こ
の
ご

ろ
水
堰
き
入

れ

て
、

涼
し
き
蔭

に
は

べ
る
」

(①

92
頁

8
行
)

と
物
語
本
文

に
あ
る
よ

う
に
紀
伊
守
邸
を
指
す
。
空
嬋

の
か
た
く
な
な
態
度

に
い
よ
い
よ
心
募

ら

せ
る
光

源
氏

は
、

二
人

の
繋

ぎ
役

と
し
て
手
元

に
引
き

と

っ
た
小
君

(空

嬋

の
弟

で
十

二
、

三
歳
)
を
促

し
、
紀
伊
守
が
下
向

し
た
機
会
を
窺

い
訪



れ
る
。

「
夕
闇

の
道
た
ど
た
ど
し
げ
な
る
紛

れ
に
、

わ
が
車

に

て
率

て
た

て
ま

つ
る
。

(中
略
)

さ
り
げ

な
き
姿

に
て
、

門
な
ど
鎖

さ
ぬ
さ
き
に
と

急

ぎ
お

は
す
。

(中
略

)
東

の
妻

戸

に

(源
氏

)
立

て
ま

つ
り

て
、
我

(
小
君
)
は
南

の
隅

の
間
よ
り
、
格

子
叩
き

の
の
し
り

て
入

」
(①

㎜
頁

12

行
～

㎜
頁

4
行
)

る
と
い
う
場
面

を

こ
の
首
聯

は
詠

ん

で
い
よ
う
。

「寧

居
」

は
心
安

ら
か
に
居
る

こ
と
、

く

つ
ろ
ぐ
意

。
漢
詩

の
拙

訳

で
は
第

一

句
か
ら

の
流
れ
を
受

け

て
光

源
氏

を
主
語
と
し

て
解

し
た
が
、
勿
論
別
解

も
可
能

で
あ
る
。

即
ち

「寧

居
」

を

「
う
ち
と
け
た
る
人

々

の
あ
り
さ

ま
」

(
①
伽
頁
3
～
4
行
)
と
み

て
と
る
こ
と
も

で
き
よ
う
か
ら
、

「車

の

仕
度

を
さ
せ
、
光

源
氏

は
ど
こ
に
ゆ

こ
う
と

の
お

つ
も
り
か
、

そ
れ
は
中

川

の
紀
伊
守

邸
、

そ

の
東

の
戸

(部

屋
)

あ
た
り

で
し
ば
し
く

つ
ろ
い
で

い
る
空
嬋

と
軒
端

の
荻

の
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
」

と
も
解

せ
よ
う
。

「蛾

眉
」

は

(若

い
)
美
人

(
の
眉
)

の
意
。

「小
婦
独
無

レ事
、
対
レ
鏡

画
二
蛾
眉

こ

(沈
約

「擬

二
三
婦

一」
『
玉
台
新
詠
』
巻

五
)

「宛
転
蛾
眉
能

幾
時
、

須
臾
鶴
髪
乱
如
レ
糸
」

(劉
庭
芝

「
代
下
悲
二
白
頭

一翁
上
」
)

「伝
是

昭
君

墓
、
埋
二
閉

蛾

眉

一
久
」
(
「
青
塚
」
『
白

氏

文
集
』
巻

二

・
〇

一
二

二
)

「
平
生
容
色
不
二
曽
似

一、

宿
昔

蛾
眉
迷

二
自
身

一」

(小
野
岑
守

「奉

レ

和
二
聖
製

春
女

怨

一」
『
凌
雲

集
』
)
な

ど
と

よ
く

用

い
ら
れ

る
表

現

で
、

「
朝
向
二
鸞

鏡

一
点
二
蛾

眉

一
而
好

二
容
貌

一、
暮

取
二
鳳

釵

一画

二
嬋

翼

}
而

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

理
二
艶
色

一」

(『
玉
造

小
町
子
壮
衰

書
』
)

は
次
句

の

「
蠅
翼
」

と
の
対
例

の

一
斑
。
「
透
箔

姿
初

見
」
あ

た

り

に
は

「窓

明

簾
薄

透

二
朝
光

一、
臥

整

二
巾

簪

一
起

下

レ
牀
」

(「
早
夏

暁

興

贈
二
夢

得

一」
『
白

氏
文

集
』
巻

六

七

・
三
三
六
〇
)
と

い
う
表
現

や
、
楊
貴
妃

の

「
攬
レ
衣
推
レ
枕
起
徘
徊
、

珠
箔
銀
屏
邇
迺
開
」

(
「長
恨
歌
」
)

と

い
う
場
面
が
稿
者

に
は
喚
起

さ
れ

て
な
ら
な
い
。
恐

ら
く
こ
こ
は
光
源
氏

が
碁

(棊
も
同
字
)

の
対
局
を
し

て
い
る
二
女

に
見
入

る

シ
ー
ン
、
「
向
か

ひ
ゐ
た
ら
む
を
見

ば
や
と
思

ひ

て
、

や
を

ら
歩

み
出

で
て
簾

の
は
さ
ま

に
入

り
た
ま

ひ
ぬ
。

こ
の
入

り

つ

る
格
子

は
ま
だ
鎖

さ
ね
ば
、
隙
見

ゆ
る
に
寄

り
て
西
ざ

ま
に
見
通
し

た
ま

へ
ば
、

こ
の
際

に
立

て
た
る
屏
風
端

の
方
お
し
畳
ま

れ
た
る
に
紛

る
べ
き

几

帳

な
ど
も
、
暑

け
れ
ば

に
や
、
う
ち

か
け

て
、

い
と

よ
く
見
入

れ
ら

る
」

(
①
㎜
頁
7
～
15
行

)

と

い
う
あ
た
り
を
意
識
し
た
も

の
。

二
女
と

は
勿
論

「
母
屋

の
中
柱

に
側

め
」

「
濃
き
緒

の
単

襲
な
め
り
、

何

に
か

あ

ら
む
上

に
着

て
、
頭

つ
き
細

や
か
に
小
さ
き
入

の
も

の
げ
な
き
姿
そ
し

た
る
」

(①

㎜
頁

1
～
4
行
)

空
蝿
と
、

い
ま

一
人

は
光
源
氏
か
ら
ま

る

見

え
だ
け
に
詳
細

に
描
写

さ
れ
、

「白
き

羅

の
単
襲
、

二
藍

の
小
袿
だ

つ

も

の
な
い
が
し

ろ
に
着
な
し

て
、
紅

の
腰

ひ
き
結

へ
る
際

ま
で
胸
あ
ら

は

に
ば

う
そ
く
な
る
も

て
な
し

な
り
。

い
と
白
う
を
か
し
げ

に

つ
ぶ

つ
ぶ
と

肥

え
て
そ
ぞ
ろ
か
な
る
人

の
、
頭

つ
き
額

つ
き
も

の
あ
ざ

や
か

に
、
ま

み
、

二
五



『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

口

つ
き

い
と
愛
敬
づ
き
、

は
な
や
か

な
る
容
貌

な
り
。
髪

は
い
と
ふ
さ
や

か
に
て
、
長

く
は
あ

ら
ね
ど
、
下

り
端
、
肩

の
ほ
ど
き

よ
げ

に
、
す

べ
て

い
と
ね
ぢ
け

た
る
と

こ
ろ
な
く
、

を

か
し
げ

な
る
人
」

(①

伽
頁

6
～

13

行
)
だ

が
、
「
す

こ
し
品

お
く
れ
た
り
」

(①

捌
頁

6
行
)
と
評

さ
れ

る
軒

端

の
荻

で
あ

る
。

「嬋
翼
」

は
嬋

の
翼

の
よ
う
に
透

い
て
見

え
る
美
し

い

髪
、

こ
こ
で
は
美
人
を
指

し
、

「嬋
娟
両
鬢
秋
蝉
翼
、
宛
転
双
蛾
遠
山
色
」

(
「井
底
引
二
銀
瓶

一」

『
白
氏
文
集
』
巻

四

・
〇

一
六

四

『和
漢
朗
詠
集
』

巻
下

・
妓
女
七
〇
七
)
と
詠
ま

れ
る
の
は
人

口
に
膾
炙
す

る
名
句
。

よ
く

用

い
ら
れ
る
嬋
鬢
と
殆
ど
同
意
だ
が
、
嬋
翼

と
し

て
用

い
る
こ
と

で
、

よ

り
虫
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
化

さ
れ

て
い
る
。

「脱
衣
」

は
勿
論
衣
を

脱

ぐ
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
嬋
蛻

(蠅
脱

と
も
。
嬋

の
ぬ
け
が
ら
、

つ
ま

り

う

つ
せ
み
)
を
意
識

し
た
表
現
。
小
君

の
手
引
き

で
、
光
源
氏

が
空
嬋

の

寝
床

に
忍
ん

で
行

く
と
、
「
か
か

る
け

は
ひ
の

い
と
か
う
ば

し
く
う
ち
匂

ふ
」

(①

捌
頁

10
～

11
行
)

こ
と

に
気
付

い
た
彼
女

は
、

「
や
を

ら
起
き
出

で
て
、

生
絹

な
る
単
衣
を

ひ
と

つ
着

て
す

べ
り
出

で
」

(①

捌
頁

14
～

15

行
)

て
し
ま

う
。
光
源
氏

は

「あ

り
し
け
は
ひ
よ
り
は
も

の
も

の
し
く
お

ぼ
ゆ
れ
ど
」
、

初
め

は
ま

さ
か
別
人
と

は
思

い
も

し
な
か

っ
た
。

相
手
が

例

の
若

い
女

(軒
端

の
荻
)

の
方
だ
と

「
や
う
や
う
見
あ
ら

は
し
た
ま
ひ

て
、
あ

さ
ま

し
け
れ

ど
、
人

違

へ
と
た
ど

り

て
見

え
ん

も
を

こ
が
ま
し

二
六

く
」

(①
慍
頁

3
～

6
行
)
、

一
通
り
情
を
込
め

て
口
説
く
。

そ
の
後
、
契

り
叶
わ

な
か

っ
た
空
蝿

の

「
脱
ぎ
す

べ
し
た

る
と
見
ゆ

る
薄
衣
を
と
り

て

出

で
た
ま

ひ
ぬ
」

(①

餅
頁

3
～

4
行
)

と

い
う
場
面
が
背
景

に
あ
る
。

後

に
源
氏

は
手
元

に
留
め

置

い
た

そ

の
小
袿

を
、
彼
女

が
夫
伊
予

介

に

従

っ
て
下
向
す

る
時

に
返
却
す

る
こ
と

に
な
る
。
そ

の
時
彼
女
が
詠
ん
だ

惜
別

の
歌

に

「
蠅

の
羽
も
た
ち
か

へ
て
け

る
夏
衣
か

へ
す
を
見

て
も
音

は

な
か
れ
け
り
」

(①

欄
頁

6
～

7
行
)

と
見
え

る
こ
と
も

「
嬋
翼
」

と
表

現
し
た
所
以
な

の
で
あ

ろ
う
。

「
三
伏
」

は

一
年

の
う
ち
最
も
暑

い
盛
り

の
時
。

「陰
陽
書

日
。

従

二
夏

至

一後

第

三
庚

為
二
初

庚

一、
第

四
庚
為

二
中
伏

一、
立

秋

後
初

庚
為

二
後

伏

一。
謂
二
之
三
伏

乙

(『
初
学
記
』
巻

四

・
伏

日
)

と
あ
る
か
ら
、
夏
末

か
ら
立
秋
前
後
頃
を
言
う
だ

ろ
う
。
物
語
本
文
中

で
は

「
三
伏
」
と
記
さ

れ

て
い
な

い
が
、
光
源
氏
が
紀
伊
守
邸
を
訪
れ
た

の
は
確
か

に
暑

い
時
期

で
あ

っ
た
。
小
君
も

「
な
ぞ
、
か
う
暑
き

に
こ
の
格
子

は
下
さ
れ
た

る
」

(①

抽
頁

5
行
)

と
言

い
、

屏
風
も
端

の
方
が
畳
ま
れ
、

几
帳
も
ま
く
り

上
げ

ら
れ

て

1

風
通

し

の
為

1

い
た

の
で
、
胸
も
あ

ら
わ

に
し

ど
け
な

い
軒
端

の
荻

の
姿
も
、
東

の
妻
戸
あ
た
り

に
居
た
光
源
氏
か
ら
丸

見

え
な

の

で
あ

っ
た
。
「
漏
闌
」

は

こ
こ
で
は
夜
更

け
た

こ
と
を

言
う
。

「
形

羸
自

覚
二
朝
餐

減

一、
睡
少

偏
知

二
夜
漏

長

一」

(「
自
歎

二
首
」
其

一



『白

氏
文

集
』
巻

二
O

・
=

二
九

五
)
「松

寂
風

初
定
、
琴

清
夜
欲

レ
闌
」

(
「松
下
琴
贈

レ客
」

同
上
巻
五
五

・
二
五

三
二
)

「
忘
レ
帰
待
二
明
月

一
、
何

憂
夜

漏
深
」

(境
部
王

「秋
夜
山
池
」

『懐
風
藻
』
)

な
ど
と
い
う
に
殆

ど

同
じ
。

こ
の

一
句

は
、
光
源
氏

が
空
嬋

の
寝
床

に
忍

び
込

み
た
い
思

い
を

抱

え

つ
つ
、

「夜
更

く
る
こ
と
の
心

も
と
な
さ
を

の
た
ま
ふ
」

(①

鵬
頁

10

行
)

場
面

で
、

小
君

は

「妻
戸
を

叩
き

て
入

る
。

み
な
人

々
し
づ

ま
り

寝
」

て
い
る
と
み

て
、

「
こ
の
障
子

口
に
ま

ろ
は
寝
た
ら
む
。

風
吹
き
通

せ
」

(①
鵬
頁
11
～
12
行
)

な
ど
と
、

と
ぼ
け
て
寝
込
む

ふ
り
し
て
光
源

氏
を
導
き
入

れ
る
と
こ
ろ
を
念
頭

に
置

い
て
い
る
。
次

の
句

の

コ

怦
碁

罷
」

(枠

は
碁
盤

の
こ
と
)

は

「碁
打

ち
は
て

つ
る
に
や
あ
ら
む
、

う
ち

そ
よ
め
く
心
地

し

て
人

々
あ
か

る
る
け
は

ひ
な
ど
す

な
り
」
(
①
慨
頁

15

行
～

挧
頁

1
行
)

あ
た
り
を
ふ
ま
え
る
も

の
で
あ
る
。

「
燭
猶
餘
」

は
、

寝

た
ふ
り

の
小
君

が
光
源
氏
を
手
引

き
し

て
寝
所

に
入

れ
る
場
面
、
「
灯

明
き
方

に
屏
風
を

ひ
ろ
げ

て
、
影

ほ
の
か
な
る
に
、

や
を

ら
入
れ

た
て
ま

つ
る
」

(
①
慍
頁
15
行
～
捌
頁
1
行
)

に
依

る
。

二
人

の
女
性
が
碁
を

や

め
、

人

も
寝

静
ま
る
も

の
の
、

ま
だ
明
か
り
あ
る

こ
と
を
言

い
、

「
燭
餘

減
二
夜
漏

一、

衾
煖
添
二
朝
睡

一」

(「
和
二
夢
得
洛
中
早
春
見
レ
贈
二
七
韻

一」

『白
氏
文
集
』
巻
六
九

・
三
五

一
九
)

な
ど
と
用

い
ら
れ
て
い
た
。

「帰
来
」

は
光
源
氏

が
軒
端

の
荻

と
の
契

り
を
終

え
、
「
二
条
院

に
お

は

『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

し

ま
し
ぬ
」

(①

齪
頁
11
行
)

こ
と
を
受
け
る
。

彼

は
空
彈

へ
の
思

い
を

果

た
せ
ず
無
念

で
、

そ
ば

に
寝
か

せ
た
小
君

に
あ
れ

こ
れ
恨

み
言
な
ど
言

い
、

眠
れ
ず
に
起

き
出

し

て
、

「
御
硯

い
そ
ぎ
召
し

て
、

さ
し

は

へ
た
る

御
文

に
は
あ
ら

で
、
.
畳
紙

に
手
習

の
や
う

に
」

(「
空
蝿

の
身
を
か

へ
て
け

る
木

の
も
と

に
な
ほ
人
が
ら

の
な

つ
か
し
き
か
な
」

(①

鵬
頁

11
～

妬
行
)

と
書
き
流
す
。

猶
、

「召
硯
」

は
和
文
脈
的
表
現
と
言
う

べ
き
か
。

「
歌

什
」

は

「
素
性
法
師
、

延
喜

之
遊
徒
也
。

所
レ
詠
歌
什
、

多
在

二
人

ロ

一」

(藤

原

有

国

「
読
二
法

華

経

二

十

八
品

一
和

歌
序

」
『本

朝

文

粋
』
巻

一

一
・
三
四
九
)

な
ど
と
、
平
安
朝
漢
文

で
も
和
歌

(作
品
)
を
指
す
言
葉

と
し

て

一
般
的

で
あ

る
と
言

っ
て
良

い
。

そ
の
歌
を
小
君

は

「
懐

に
ひ

き
入

れ
て
持
た

り
」

(①

蜘
頁

1
行
)

と
、

最
終
句

に
続

い
て
ゆ
く

こ
と

に
な

る
。

小
君

は
光
源
氏

の
思

い
を
姉

に
伝
え
た

い

ー

そ
れ
は
彼

に

求
め

ら
れ

て
い
る
こ
と

で
も
あ

っ
た
が

ー

の
で
、

そ
の
歌
を
捨

て
お

く

こ
と
は

で
き

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

「捨

諸
」

は

「
焉

知
二
賢
才

一
而

挙
レ
之
。

日
、

挙
二
爾
所

レ知
。

爾
所
レ
不
レ
知
、

人
其
舎
レ
諸
」

(『
論
語
』

子
路
)
と
あ

る
に
同
じ
。
届
け
ら
れ
た
歌
は
空
蝉

の
心
を
千

々
に
揺
り
動

か
す
。
だ
が
、
彼
女

は
現
実

の
わ
が
身

(現
し
身
)
を
見
据
え
、
返
歌
す

る
で
も
な

い
歌
を
光
源

氏

の
歌

の
懐
紙

の
端

に
書

き

つ
け
る
ば
か

り

で

あ

っ
た
。

二
七



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

四

夕

顔

〈
同

二
〉

大
弐
近
隣
看
半
蔀

大
弐
が
近
き
隣

半
蔀
を
看
る

に

遠
方
人
使
此
家
臨

遠
方
人
あ
り

て

此

の
家
を
臨
ま
し
む

色
焦
薄
暮
置
花
扇

色
焦
し
た
り

薄
暮

花
を
置
け
る
扇

響
冷
深
更
擣
月
碪

響

冷
じ

深
更

月

に
擣

つ
碪

清
夜
微
行
心
不
繋

清
夜

の
微
行

心
繋
が
れ
ず

他
生
密
契
涙
難
禁

他
生

の
密
契

涙
禁

へ
難
し

仲
秋
三
五
天
徐
曙

仲
秋

の
三
五

天

徐
く
曙
け
な
ん
と
し

鶏
唱
頻
和
壁
蛬
吟

鶏
唱
頻
り

に
和
す

壁
蛬

の
吟
ず

る
に

〈七
律
。
臨

・
碪

・
禁

・
吟

(下
平
声
侵
韻
)
〉

こ
れ
迄

の
三
首
と

は
違

い
、
本
詩

で
は
巻
名

は
直

に
は
詠
み
込
ま
れ

て

い
な
い
。
聯
毎

の
訳
を
記

せ
ば
次

の
よ
う

に
な

ろ
う
か
。

(光
源
氏

が
病
気
見
舞

に
訪
れ
た
)

大
弐

の
乳
母
宅

の

(
西

の
)

お

隣

り
、

(桧
垣
を
め
ぐ
ら
し

た
宅

の
)

開
け
放
た
れ
た
半
蔀
を
眺
め

や
る
と
、

そ
ち

ら
の

(美
し

い
女

の
)
方

々
が
、

こ
の
家
を
ご
覧
な

さ
い
と
ば

か
り
に
目

に
入

っ
て
き

た
の
で
し

た
。

白

い
扇

に
香
を

た
き

し
め
、
薄
暮

の
意
を
持

つ
夕
顔

の
花
を

そ
の
上

に
置
き
、

(女

の
童

が
光
源
氏
様

に
差
上
げ

た
の
で
し
た
が
、

そ
れ

二
八

は

一
入
光
源
氏
様
が
そ

の
花
に
興
味
を
寄
せ
ら
れ
た
か
ら

で
し
た
)
。

(
そ
し

て
、
中
秋

の
)
夜
更
け

(訪

れ
た
そ

の
女

の
五
条

の
住
居

で
)

月
下
擣
衣

の
や
か
ま
し

い
音

に
興
ざ
め
な
思
い
を
な
さ

っ
た

の
で
し

た
。

(ま
た
、
)
さ
や
け
き
夜

に
光
源
氏
様
は
自
由

気
儘
な
お
忍
び
歩

き
を

な
さ
り
、
(
そ

の
方
と
め
ぐ
り
会

っ
て
契
り
、

こ
の
世

の
み
な
ら
ず
)

来
世
迄
も
と
、

ひ
そ
か

に
御
約
束
な
さ

っ
た
も

の
の
、

(
結
局
は
叶

わ
ず
)
涙

こ
ら
え
難

い
思

い
を
な
さ

っ
た

の
で
し
た
。

(あ

の
運
命

の
)
仲

秋

の
十
五
夜

が
ゆ

っ
く

り
と
明
け
ゆ

こ
う

と

い

う
頃
、
鶏

の
声
が
壁
際

に
鳴
く

コ
オ

ロ
ギ

の
音

に
調
和
し

て
い
る
よ

う

に
思
え

(切
な
く
)

て
な
ら
な

い
こ
と

で
し
た
。

首
聯
は
夕
顔

の
巻
冒
頭

の

「
六
条
わ
た
り

の
御
忍
び
歩
き

の
こ
ろ
、
内

裏
よ
り
ま
か

で
た
ま
ふ
中
宿

に
、
大
弐

の
乳
母

の
い
た
く
わ
づ
ら

ひ
て
尼

に
な
り
け
る
と
ぶ
ら
は
む
と

て
、

五
条
な
る
家
た
つ
ね
お
は
し
た
」

(
①

儡
頁

1
～

4
行
)

る
時
、
光
源
氏
が

「
む

つ
か
し
げ
な
る
大
路

の
さ
ま
を

見
わ
た
し
た
ま

へ
る
に
、

こ
の
家

の
か
た
は
ら

に
、
桧
垣
と
ふ
も

の
新
し

う
し

て
、
上

は
半
蔀
四
五
間
ば
か
り
上
げ
わ
た
し

て
、
簾
な
ど
も

い
と
白

う
涼

し
げ

な
る

に
、
を

か
し
き
額

つ
き

の
透
き
影

あ
ま

た
見
え

て

の
ぞ

く
」

(①
燭
頁

6
～

9
行
)
場
面
を
詠
む
も

の
。
「
遠
方
人
」
は
、
そ

の
家



の
板
塀

に
心
地
良
さ

そ
う

に
這

い
か
か

る
白

い
花

(夕
顔
)
を
目

に
し
た

光
源
氏
が
、
古
歌

「
う
ち
わ
た
す
遠
方
人

に
も

の
申
す
わ
れ

そ
の
そ

こ
に

白
く
咲
な

る
は
何

の
花
ぞ
も
」

(『
古
今
集
』

一
〇
〇
七

・
読
人
不
知
)
を

思

い
起

こ
し

一
人

口
ず
さ
む
部
分

(①

鰯
頁

5
～

7
行
)

に
依

る
こ
と
は

言
う
ま

で
も
な

い
。

頷
聯

の
第
三
句

は
前
聯
を
受
け
る
。
歌
を

口
ず
さ
ん
だ
源
氏

に
、
随
身

が

「
か

の
白
く
咲
け

る
を
な
む
、
夕
顔
と
申
し
は

べ
る
。
花

の
名
は
人
め

き

て
、

か
う
あ
や
し
き
垣
根

に
な
ん
咲
き
は

べ
り
け
る
」

(燭
頁
8
～
9

行
)
と
答
え
、
コ

房
折
り

て
ま
ゐ
れ
」

(①
憫
頁

13
行
)
と

の
命

で
内

に

入
り
花
を
手
折

る
。

す

る
と
、

遣
戸

口
に
女
童

が
現
わ
れ
、

「
白
き
扇

の

い
た
う

こ
が
し
た
る
」

を
差
出
し

て
、

「
こ
れ

に
置
き

て
ま
ゐ
ら
せ
よ
。

枝
も
情
な
げ
な
め
る
花
を
」

(
①
餅
頁
1
～
3
行
)

と
光

源
氏

に
奉
ら
し

め
る
と

い
う
展
開

に
対
応
す
る
。
後

に
夕
顔
と
呼
ば
れ
る
女
が
彼

の
寵
愛

を
受
け

る
伏

線
と
し

て
の
重

要
な
意
味
を
持

つ
場
面

で
あ

る
。

「薄
暮

」

は
暮

れ
な
ず

む
頃
、
夕
方

の
こ
と

で
漢

詩

で
も

「東

皐
薄

暮
望
、
徒
倚

欲
二
何
依

一」

(
王
績

「
野
望
」
)

「
薄
暮
青
苔
巷
、

家
僮
引
レ
鶴

帰
」

(
「
西

風
」

『
白
氏

文
集

』
巻

五
八
)

「滋
叢

唯
泣

早
朝

露
、
古
木
空
浮
薄
暮
煙
」

(
小
野
岑
守

「奉
レ
和
レ
傷

二
右
衛
大
将
軍
坂
宿
祢

乙

『
凌
雲
集
』
)

な
ど
よ

く
用
い
ら
れ
る
語
だ
が
、

こ
こ

で
は
夕
顔

の
巻
名
を

ひ
そ
ま
せ

て
い
よ
う
。

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

た
だ
香
を
深
く
た
き
し
め
た
白

い
扇
を

「薫

」
を
用

い
ず

「
焦
」

で
表
現

し

て
い
る

の
に
は
違
和
感
を
禁
じ
え
な

い
。

「
こ
が
す
」

と

い
う
字

面
に

引
か
れ

て
、
意
味
を
生
か
せ
な
か

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
は
稿
者

だ
け

で
あ
ろ
う
か
。
第
四
句
は
、
光
源
氏
が
中
秋

の
明
月

の
夜

に
夕
顔

の

家
を
訪
れ
た
時
、
暁

近
く
に
隣
近
所

の
卑
し
い
男
達

の
会

話
や
唐
臼

な
ど

の
騒

々
し
い
物
音

を
厭
わ

し
く

思

い

つ
つ
も
、
「
白
栲

の
衣

う

つ
砧

の
音

も
か
す
か
に
、

こ
な
た
か
な
た

に
聞
き
わ
た
さ
れ
、
空

と
ぶ
雁

の
声

と
り

集

め

て
忍
び
が
た
き
こ
と
多

か
り
」

(①
儡
頁

13
～

14
行
)

と
、

秋

の
悲

哀
感

に
た
え
か
ね

て
い
る
条

を
ふ
ま
え
る
。

「響
冷
」

は
こ
こ
で
は
冴

え

て
響
き
わ
た
る
砧

の
音
を

よ
り
意
識

し
て
言

う
の
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、

後

の
光
源
氏

の
記
憶

に
は
少

し
齟
齬

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
夕

顔
亡

き
後

、
病

か
ら
癒

え
た
彼

が
、

こ
の
折

の
こ
と
を

「耳

か
し
が

ま
し

か
り
し
砧

の
音

を
思

し
出
つ

る
さ

へ
恋

し
く

て
、
正

に
長

き
夜

(白
居
易

「聞

二
夜
砧

一」

詩

)

と

う
ち
誦

じ
て
」

(①
鵬
頁

6
～

8
行
)

と
想

い
起

こ
し
た
り
、
命
婦

に
末
摘
花

へ
の
手
引
を
促
し
な
が

ら

「
か
の
砧

の
音
も

耳

に

つ
き

て
聞

き
に
く
か

り
し
さ

へ
、

恋
し

う
思
し
出

で
ら
る
る
」

(①

跚
頁

3
～

5
行
)

な
ど
と
、
砧

の
音
を

か
な

り
耳
障

り
で
う
る
さ
い
も

の

と
記

し
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

ま
た
、

「深

更
」

は

「
心
恨
三
深
更
向

二
暁

天

一」

(「
就
二
花
枝

一」

『菅
家
文
草
』

巻

五
)

と
あ
り
、

夜
更

け
、

夜
半

二
九



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

の
意
。
だ
が
、
既
述
し
た

よ
う

に
、
物
語
中

で
は
夜
も
果

て
な
ん
と
す
る

暁
近

い
時
刻
設
定

で
あ

る
。

も

っ
と
も

「
擣
処
暁
愁
閨
月
冷

」

(藤
原
篤

茂

「
聞
二
風
疎
砧

杵
鳴

一」

『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
上

・
擣
衣

三
四
七

)
な
ど

と
見

え
る
よ
う

に

一
晩
中
擣
衣
し
続
け

る
音
を
耳

に
し

て
暁
方

に
到

っ
た

と

い
う
含
意

な
の
か
も
知

れ
な

い
。
と
も
あ
れ
物
語

の
よ
う

に
月
下
擣
衣

に
雁
を
配

す
る
詩
句

も

一
般
的

で

「
北
斗
星

前
横
二
旅
雁

一、
南

楼
月
下

擣

二
寒
衣

一」

(劉

元
叔

「
妾
薄
命
」

『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
上

・
擣
衣

三
四

六
)

「
雪
中
断
尽
幽
人
夢
、

霜
後
添
来
旅
雁
声
」

(
藤
原
友
房

「月
前
聞

二

擣
衣

一」

『
新
撰
朗
詠
集
』

巻
上

・
擣

衣
三
三
〇
)

な
ど
と
見

え

て
、

イ

メ
ー
ジ

の
重

な
り
が
思

い
や
ら
れ
よ
う
。

「清
夜
」

は
澄

ん
だ
静

か
な
夜
。

「可
レ
憐
清
夜
与
レ
誰
同
、
歓
娯
牢
落
中

心
少
、

(中
略
)
白
鬚
人
立
月
明
中
」

(
「杪
秋
独
夜
」
『
白
氏
文
集
』
巻
六

七

・
三
三
八

四
)

「
偶
迎
二
清
夜

一引
二
良

朋

一、

満
月
光
多
空
碧
澄
」

(
一

条

天
皇

「清
夜
月
光
多
」

『
本
朝
麗
藻
』

巻
上
)

な
ど
と
見
え
る
。

「微

行

」

は

「出
有
二
微
行
之
游

}、

入
有

二
管
絃
之
歌

一」

(呉
質

「
答
二
魏
太

子

一牋
」

『
文
選
』

巻

四
〇
)

と
あ
る
李
善
注

に

「漢
書

日
。

武
帝
微
行

私

出
。

張
晏
日
、
騎

出
二
入
市

里

一、
若
二
微
賤
之
所
p
為
。
故
日
二
微
行

一」
、

劉
良
注

に

「微
行
、

謂
二
微
服
而
行

一也

」

な
ど
と
あ
り
、

身

を
や

つ
し

て
出
か
け
る

こ
と
。

こ
こ
で
は
光
源
氏

の

「
忍
び
歩
き
」
(①

儡
頁

-
行
)

三
〇

を
言
う
。
夕
顔
は
彼

の
忍
び
歩
き

の
過
程

で
見
出
さ
れ
た
女

に
他
な
ら
な

い
。

そ

の
点

で
言
え
ば
、

稿
者
は
先

の
武
帝

の
例
よ
り
、

成
帝

の

「
始

為
二
微
行

一出
」

(
『
漢
書

』

成
帝
紀
)

の
背
景
、

即
ち

「
前
漢
飛
燕
、

成

帝
趙
皇
后
也
。

初
生
父
母
不
レ
挙
、

三
日
不
レ
死
。

乃
収
養
レ
之
。

及
レ
壮

属
二
河
陽
公
主
家

一、

学
二
歌
舞

一。

帝
微
二
行

主
家

一、

見
而
悦
レ
之
、

召

入
レ
宮
、
立
為
レ
后
。

(中
略
)

二
人

(飛
燕
と
そ

の
妹
)
並
色
如

二
紅
玉

一

也
矣
」

(『
附
音
増
広
古
注
蒙
求
』
飛
燕
体
軽
)
と

い
う
好
ま
し
か
ら
ざ
る

故
事
を
想
起
し

て
し
ま
う
。

そ
れ
は
と
も
あ

れ
、

「
八
月
十

五
夜

、

隈
な

き
月
影
、

隙
多

か
る
板
屋
残

り
な
く
漏

り
来
」

(
①
儡
頁
9
～
10
行
)

る

夕
顔

の
住
居
か
ら
、
「
い
ざ

た
だ

こ
の
わ

た
り
近

き
所

に
心

や
す

く

て
明

か
さ
む
」

(①

蠏
頁

12
～

13
行
)
と
光
源
氏

は
誘
う
。

そ
し

て
、
「
他
生
密

契
」

(「
他
生
」

は
元
白
詩

に
も

よ
く
見
え

る
語
)
、

即
ち

「
こ
の
世

の
み

な
ら

ぬ
契

り
な
ど
ま

で
頼
め

た
ま
ふ
」

(①

蠏
頁

15
行
～

娚
頁

1
行
)

思

い
を
歌

に
込

め
口
説

い
て
、
荒

れ
果

て
た
邸

に
連
れ
込
む
。
だ
が
、
結
局

夕
顔

は
物
怪

に
と

り
殺

さ
れ
、

ひ
ど

く
動
揺
し

た
光
源
氏

は
急
ぎ
惟
光
を

召
す

や
緊
張

が
は
じ
け
て

「
い
と
い
た
く

え
も
と
ど
め
ず
泣
き

た
ま
ふ
」

(①

柵
頁

11
行
)

有
様

で
あ

っ
た
。

「
風
月
能
傷
二
旅
客
心

一、

就
中
春
尽

涙
難
レ
禁
」

(
「春
尽
」

『菅
家
文
草
』
巻

三
)

は
同
様

の
措
辞

に
な
る
。
猶
、

「
心
不
繋
」

は

「尽

日
望
レ
雲
心
不
レ
繋
、

有
レ
時
見
レ
月
夜
正
閑
」

(元
槇



「幽
棲
」

『千
載
佳
句
』
巻
下

・
幽
居

一
〇

=

『和
漢
朗
詠
集
』
巻
下

・

雲

四
〇
五
)

の
よ
う

に
自
由

気
儘

な
様

。

「
巧
者
労
而
知
者
憂
、

無
能
者

無
レ
所
レ
求
、

食
而
遨
遊
、

汎
若
二
不
レ
繋
之
舟

一、

虚
而
遨
遊
者
也
」

(『
荘

子
』
列
御
寇
)
を

ふ
ま
え
る
表
現

で
あ

る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ

る
が
、

そ

の
本
来

の
意

の

「
虚
心

に
な

っ
て
思
う

ま
ま

に
遊

ぶ
」

こ
と
か
ら

は
程
遠

く
、
纜

の
解
か
れ

た
波
間

の
小

舟

の
よ
う

に
好
色

心

の
ま

ま
に
あ
ち

こ

ち
浮
か
れ
歩
く
光
源
氏

で
あ

っ
た
。

尾
聯

は
、
光
源
氏
が
八
月
十
五
夜

に
夕
顔

の
家
を
訪
れ
た
場
面

に
戻
る
。

「
暁
近
く
な
り

に
け

る
な

る
べ
し
」

(①
儡
頁

11
行
)

「
明
け
方
近
う
な
り

に
け
り
」

(①

齪
頁

6
行
)
あ
た
り

の
微
妙
な
時
間

の
推
移
が

「
天
徐
曙
」

あ
た
り

に
反
映
す
る
か
も
知
れ
な

い
。

「
遅

々
鐘
鼓
初
長
夜
、

耿

々
星
河

欲
レ
曙
天
」

(「
長
恨
歌
」
『
千
載
佳
句
』
巻
上

・
秋
夜

一
八
六

『
和
漢
朗
詠

集
』
巻
上

・
秋
夜
二
一二
四
)
「
枕
上
用
レ
心
天
未
レ
曙
、
北
風
吹
出
禁
中
鐘
」

(章
孝
標

「
秋
夜
旅
情
」
『
千
載
佳
句
』
巻
上

・
閑
夜
三
二

一
)
は
措
辞
類

例
。
第
四
句

の
当
該
場
面

の
後

に
続
く
条

に
は
、
光
源
氏
が
遣
戸
を
開
け
、

女
と
共

に
庭
先
を
見
渡
す

シ
ー

ン
が
あ
る
。

「
さ
れ
た
る
呉
竹
、

前
栽

の

露
は
な
ほ
か
か
る
所
も
同
じ
ご
と
き
ら
め
き
た
り
。
虫

の
声

々
乱

り
が
は

し
く
、
壁

の
中

の
き
り
ぎ
り
す
だ
に
間
遠
に
聞
き
な
ら
ひ
た
ま

へ
る
御
耳

に
、
さ
し
当

て
た
る
や
う
に
鳴

き
乱

る
る
を
、

な
か
な
か
さ
ま
変

へ
て
思

『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

さ
る
る
」

(①

餅
頁

1
～

5
行
)

と

い
う
と

こ
ろ
が
末
句
と
関
わ

る
こ
と

に
な

る
。

「
鶏
唱
頻
和
」

に
関
わ

る
物
語
本
文

は
こ
の
前
後

に
は
な

い
。

む

し
ろ
、
「
明

け
方

も
近

う
な

り

に
け

り
。
鶏

の
声

な
ど

は
聞

こ
え

で
」

(①
齪
頁

6
行
)

と
あ
る

(
ま
さ
か
、

詩
作
者

は

「聞

こ
え
て
」

と
解
し

た
わ
け

で
も
あ
る
ま

い
)
。

夕
顔
巻

で
鶏
声
が
出

て
く
る

の
は
、

廃
院

で

女
が
物
怪

に
と
り
殺
さ
れ
た
夜
明
け
方
、
光
源
氏
が
不
安
な
思

い
で

「
か

ら
う
じ

て
鶏

の
声
は
る
か

に
聞

こ
ゆ
る

に
」

(①
爛
頁

11
行
)

と
見
え
る

以
外

に
は
な

い
。

一
応

こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も

の
と
考
え

て
良

い
だ
ろ
う
が
、

単

に
夜
明
け
方
を

晉
う
為

の
措
辞

の
可
能
性
も
否
定

で
き
な

い
。
「
鶏
唱
」

(唱
は
仄
声
)

は

「
鶏
鳴
」

(
鳴
は
平
声
)

に
同
じ
だ
が
平
仄

の
関
係

で

「
唱
」

を
用
い
て
い
よ
う
。

「
壁
蛬
」

の
蛬

(蛩
)

は
蟋
蟀

に
同
じ
。

「叢

辺
怨
遠
風
聞
暗
、

壁
底

吟
幽

月
色
寒

」

(
源
順

「
蛬
声

入
レ夜

催
」

『
天
徳

闘
詩
合
』
『和

漢
朗
詠

集
』

巻
上

・
虫

三
三

一

『
河
海
抄

』
巻

二
)
「蟋
蟀

居
レ
壁
」

「
蟋
蟀
懸
レ
壁
」

(『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
)

「覚

レ寒

蛩
近
レ
壁
、

知

レ
暝
鶴

帰
レ籠
」

(
「秋
晩
」

『白
氏
文
集
』
巻

五
三

・
二
三
八

一
)

「夜
蛩

思

二
幽
壁

一、
槁
葉
鳴
二
空
階

一」
(
劉
禹
錫

「臥

レ
病
聞
二
常
山
旋
師
策
勲
宵

過

一

(下
略
)
」
)

な
ど
と
詠

ま
れ
、

秋
夜

に
わ
び
し
さ
を
添
え
る
身
近

か

な
も
の
と
し

て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
遠

く
か

ら
聞

こ
え
来

る
鶏

の
声

と
身

辺

の
蛬

の
声

と
い
う
対
置

と
土
ハに
、

そ
の
声

の
重

な
り
を
詠
む

と
こ
ろ
に

=
二



『賦
光
源
氏
物
語
詩
』
を
読
む

(
一
)

詩
作
者

は
読

後

の
餘

情
を
込
め
よ
う
と
す
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

注
(1
)
『文
化
科
学
紀
要
』

(千
葉
大
学
文

理
学
部

)
三
輯
、

一
九
六

一
年

三
月
。

(2
)
『歌
び
と
定
家
』

(笠
間
書
院
、
昭
和
六

二
年
九
月
)。

(3
)
『語
文
』

(大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

)
八
十

・
八
十

一
輯
、
平
成

一
六

年
二
月
。

(4
)
『中
央
大
学
国
文
』

(中
央
大
学
国
文
学
会
)
五

一
号
、
平
成

二
O
年
三

月
。

(
5
)
本
文
は
群
書
類
従
本
他
諸
写
本
を
参
看
し

て
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、

引
用

の

『源
氏
物
語
』
本
文
は
小
学
館

の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
全

六
冊

(第

一
冊
を
①

で
示
し
頁

・
行
を
付
す
と

い
う
形
式
と
し
た
)
に

依
る
。

(
6
)
猶
、

『
源
氏
物

語
』
本
文

の
注
と
し

て

『紫

明
抄
』

や

『河
海
抄
』

等

の
古
注

に
見
え

る
記
事

に

つ
い
て
は
必
要

に
応
じ

て
触
れ
る
が
、
あ
く

ま

で
漢
詩
中

の
語
彙

・
表
現

に
関
わ

る
も

の
を
中
心
と
す
る
。

三
二

(
7
)

「詩
語
と
し

て
の

「怨
」

と

「恨
」
1

閨
怨
詩
を
中
心

に
」

(『
詩
語

の
諸
相
』
研
文
出
版

・
一
九
八

一
年
)
。

(8
)

那
波
本

『白
氏
文
集
』

(巻

一
二
)

な
ど

で
知
ら
れ

て
い
る
通
常

の
本

文

は

「孤
燈
挑
尽
未
レ
成
レ眠
」

で
あ

る
が
、

『朗
詠
』

に
見

え
る
本
文

の
方

が
本
朝

に
伝

え
ら
れ

た
白
詩

の
古
態

で
あ

る
可
能
性
も
皆
無

で
は

な
い
。

(9
)
猶
、
才
学
発
揮

の
早

さ
を
年
令

と
土
ハに
記
す
中
国

の
例

は
枚
挙

に
遑
な

い
。
今
便
宜
的

に

『唐
才

子
伝
』

か
ら
ほ
ん
の
少

し
拾

っ
て
み
れ
ば
、

コ
ハ
歳
善
二
文
辞

一」

(王
勃
)

「七
歳
能
賦

レ詩
」

(駱
賓
王
)

「七
歳
能
レ

文

」

(李
百
薬
)

「九
歳
知
レ
属
レ辞
」

(王
維
)

「九
歳
工
属
レ文

」

(元

稘
)
な
ど
と
見
え
、

ま
た
楊
炯
の
よ
う
に
十

二
歳

で
神
童
科

に
挙
げ

ら

れ
た
と
い
う
者

も
い
る
。

(10
)
工
藤
重
矩

「
平
安
朝

に
お
け
る
官
職
唐
名

の
文
学

的
側

面
」

(『平
安
朝

和
歌
漢
詩
文
新
考

継

承
と
批
判
』
風
間
書
房
、

二
〇
〇
〇
年
)
参

照
。

(未
完
)


